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平成 24 年 2 月 18 日（土）に開催された同志社大学教育ＧＰシンポジウム「第３弾 学

びの原点 プロジェクト型教育の挑戦！－誰が何をいかに評価するのか？－」に参加した．

本シンポジウムは，同志社大学 PBL 推進支援センターが主催したものである．近年，学生

が主体となって課題に取り組み，チームで協働して創造的・社会的学びを展開する PBL 型

教育は，多くの教育現場で取り組まれつつある．しかし，「誰が」「何を」「いかに」評価す

るのかについての議論については未だにはっきりしない．そこで，教育における評価につ

いて，広く問いを投げかける．このことが本シンポジウムの趣旨である． 
本シンポジウムは，午後 1 時から開催され，初めに本シンポジウムの趣旨についての説

明および挨拶があり，基調講演，学生発表，学部で PBL 型教育に取組む東京電機大学およ

び専修大学の報告があり，最後にパネルディスカッションがあった．以下にそれぞれにつ

いての説明を行う．まず，基調講演では，「教育とは何かの基本に戻って PBL の評価を考

える」をテーマに京都大学高等教育研究開発推進センター准教授 溝上慎一 先生の講演

がなされ，PBL 型教育の評価とは何かについての提言がなされた．次に，学生の成果発表

が 2 件報告された．1 件目は，「心ぬくもる「絵本」に出会う～絵本ソムリエ・プロジェク

ト～」で，2 件目は「京都の織物文化活性化計画！～織物の伝統技術について考えよう～」

であった．その後，東京電機大学および専修大学で行われている PBL 型教育の現状報告と

評価方法についてのほうこくがなされた．以上の講演および報告を受けたうえで，演者ら

によるパネルディスカッションが行われ，評価方法の難しさや学生が評価に対してどのよ

うに考えているかなどの意見交換がなされ，PBL 型教育の評価の難しさ重要性について議

論された． 
今後も PBL 型教育に関する情報の収集を継続するとともに，専門家との交流を深化・拡

大させて行く予定である． 
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